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応用行動分析学は、精神科臨床や発達障害臨床、学校教育臨床などにとどまらず、社会的に重要な課題を中心に研究
が行われてきた。現在、第３世代とされている認知行動療法(CBT)の中で、行動分析学を取り入れた臨床行動分析も注
目されている。ところが、CBTあるいは臨床行動分析については、実証的に支持された治療の影響を受け、ランダム化
比較試験(RCT)などの群間比較研究が多くを占め、個体の行動の変化を捉えるシングルケース実験デザインを用いた
研究は少ない。応用行動分析学が得意としているシングルケース実験デザインを用いた評価や介入方法は臨床を行う
実践家にとって有用なはずだが、十分に現場に浸透しているとは言えない。本セミナーでは限られた時間ではあるが、
強度行動障害のある児童に対して応用行動分析学による介入事例をデータベースで紹介するので、用いられた評価
方法や介入方法が受講者の分野・領域でどのように活用できるのか、その可能性を探っていただければ幸いである。
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小児のアレルギー疾患と発達障害は、共にこの半世紀先進国で急激な増加に直面した疾患である。特にアトピー性
皮膚炎はアレルギーマーチの最初に発現する疾患として重要であるが、他のアレルギー疾患に較べて発達障害の合併
率が高い。特に自閉症スペクトラム障害（ASD）や注意欠陥多動性障害（ADHD）など、近年著しく増加し注目を集めて
いる発達障害との相関が高く、アレルギー診療の現場でもしばしば患者に遭遇する。しかし、重症アトピー性皮膚炎と
同様に、治療に習熟した医師や心理士は少なく、大きなアンメットニーズが存在する。共に治療には薬物療法だけでは
解決できないコツがあり、その重要なヒントが応用行動分析（行動療法）にある。今回のセミナーではその一端をご
紹介できればと考えている。
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